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な
お
、
同
一
ト
ラ
ッ
ク
が
複
数

の
国
を
越
境
し
通
行
す
る
こ
と
に

関
し
、
道
路
通
行
が
左
右
逆
で
あ

る
こ
と
の
危
険
性
や
、
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
の
対
応
に
課
題
が
あ

る
た
め
、
利
用
数
増
加
に
疑
問
を

持
つ
声
も
あ
る
。
こ
の
課
題
に
対

し
て
は
、
国
境
で
ト
ラ
ッ
ク
の
ヘ

ッ
ド
を
交
換
す
る
こ
と
で
対
応
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際

は
交
換
の
効
率
性
が
重
要
と
な

る
。コ

ス
ト
高
の
大
き
な
原
因
で
あ

る
片
荷
に
つ
い
て
は
、
前
記
に
加

え

例
え
ば

ベ
ト
ナ
ム
が
発
展

し
、
ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
で
異
な
る

製
品
を
生
産
し
タ
イ
ベ
ト
ナ
ム

で
の
双
方
向
の
物
流
が
増
え
れ

ば
解
消
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
そ

う
す
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
の
低
減

が
図
ら
れ
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮

が
求
め
ら
れ
る
製
品
を
中
心
に
、

陸
路
輸
送
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
現
状
で

も
、
各
産
地
間
で
産
物
を
交
流
さ

せ
る
こ
と
で
、
片
荷
問
題
の
解
消

を
図
る
企
業
も
あ
る
ま
た
荷
主

間
、
物
流
企
業
間
で
共
同
輸
送
を

行
い
、
物
流
の
幹
を
太
く
す
る
こ

と
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
実
際
タ
イ
―
ラ

オ
ス
―
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
ル
ー
ト

に
よ
っ
て
は
、
越
境
混
載
便
を
提

供
し
て
い
る
物
流
企
業
も
あ
る
。

経
済
回
廊
は
ま
だ
発
展
途
上
で

は
あ
る
が
、
国
境
を
ま
た
ぐ
陸
路

輸
送
需
要
の
拡
大
に
伴
い
、
日
系

の
陸
運
企
業
に
と
っ
て
も
、
将
来

的
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
潜
在
性
が
あ

る
。
今
後
も
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

き
に
よ
り
、
積
み
荷
が
損
害
を
受

け
る
恐
れ
も
あ
る
。
特
に
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
道
路
状
態
が
悪
く
、
雨

が
降
る
と
洪
水
の
よ
う
な
状
態
に

な
り
、
積
み
荷
が
冠
水
す
る
恐
れ

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
品
質
を
考

え
、
荷
物
の
積
み
替
え
、
悪
路
を

避
け
海
路
を
選
ぶ
企
業
も
あ
る


物
流
企
業
に
よ
る
と
、
タ
イ
―

ベ
ト
ナ
ム
の
陸
路
輸
送
の
物
量

は
、
当
初
の
想
定
よ
り
伸
び
て
い

な
い
。
実
際
、
タ
イ
に
生
産
拠
点

を
置
く
企
業
の
中
に
は
、
陸
路
の

利
用
は
緊
急
時
に
限
定
し
て
い
る

電
機
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。
電
機
部

品
を
タ
イ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
陸
路

輸
送
し
て
い
た
が
費
用
も
高
く
、

所
要
時
間
も
バ
ン
コ
ク
―
ホ
ー
チ

ミ
ン
は
約
３
日
で
海
路(

約
３
日)

と
大
差
が
無
い
た
め
、
陸
路
か
ら

海
路
へ
戻
し
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー

も
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
拠

点
を
置
く
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

も
タ
イ
へ
の
部
品
輸
送
を
、
海
路

へ
戻
し
た
。
タ
イ
か
ら
ミ
ャ
ン
マ

ー
へ
の
輸
送
も
、
陸
路
輸
送
に
よ

り
輸
送
時
間
は
大
幅
に
短
縮
す
る

も
の
の
、
前
記
の
理
由
に
よ
り
、

物
量
は
想
定
よ
り
伸
び
て
い
な
い

と
い
う
。

経
済
回
廊
は
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
円

滑
な
物
流
と
は
ほ
ど
遠
く
、
利
用

も
限
定
的
で
、
陸
路
の
利
用
を
再

考
す
る
企
業
も
見
ら
れ
る
が
、
現

在
は
過
渡
期
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

ず
、
今
後
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
統
合
の
深

化
に
つ
れ
、
各
国
で
通
関
に
係
る

手
続
き
の
整
備
が
進
む
と
想
定
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
出
国
と
入
国
の

手
続
き
を
一
度
に
ま
と
め
た
シ
ン

グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
は
、
ラ
オ
ス
―

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
一
部
国
境
で
導

入
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
が
今
後


ア
セ
ア
ン
全
体
へ
の
展
開
が
進
む

だ
ろ
う
。

他
に
も
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
発

行
枠
の
撤
廃
、
２
国
間
の
相
互
乗

り
入
れ
の
覚
書
の
締
結
、
税
関
開

庁
時
間
の
延
長
な
ど
、
各
国
間
で

の
調
整
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
更
に
経
済
の
発
展
に
伴
い


道
路
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な

れ
ば
、
積
み
替
え
や
悪
路
に
よ
る

積
み
荷
へ
の
損
害
、
通
関
に
よ
る

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
増
大
の
問
題
も

解
決
す
る
。

の
積
み
替
え
②
国
ご
と
の
税
関
開

庁
時
間
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
タ

イ
―
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
ま
た
は
ラ
オ
ス
を
経
由
し
国

境
を
２
回
越
え
る
た
め
、
積
み
替

え
が
２
回
必
要
と
な
る
。
ト
ラ
ッ

ク
に
両
国
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
付
け
、
相
互
乗
り
入
れ
す
る
こ

と
で
、
載
せ
替
え
無
し
で
の
運
行

を
可
能
に
す
る
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン

ス
の
制
度
も
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
台
数
枠
が
あ

り
、
導
入
が
限
定
的
で
あ
る
。
更

に
、
タ
イ
―
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
よ
う

に
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
し
、

２
国
間
の
覚
書
が
締
結
さ
れ
て
い

な
い
場
合
も
あ
る
。

②
に
関
し
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
タ
イ
の
よ
う
に
税
関
同
士
で
開

庁
時
間
に
違
い
が
あ
る
場
合
が
あ

り
、
待
機
時
間
を
長
く
す
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
に
、
陸
路
輸
送
の
費
用

は
、
一
般
的
に
は
長
距
離
輸
送
の

場
合
、
大
量
輸
送
が
で
き
る
海
路

輸
送
に
比
べ
高
い
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
高
額
で

あ
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
へ
の
輸
送
は
海
路
輸
送
の
２

～
３
倍
の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。
そ

の
原
因
と
し
て
、
タ
イ
―
ミ
ャ
ン

マ
ー
タ
イ
―
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合


タ
イ
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
荷
量
が
多
く
な
っ
て
し
ま

う
片
荷
問
題
が
あ
る
。

三
つ
目
に
品
質
へ
の
懸
念
は


国
境
で
積
み
替
え
を
行
う
場
合
、

荷
物
の
取
り
扱
い
が
雑
で
、
製
品

が
損
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

る
ま
た
タ
イ
隣
国
の
メ
コ
ン
諸

国
の
道
路
状
態
は
舗
装
路
肩
へ

の
傾
き
な
ど
が
ひ
ど
く
振
動
傾

ペ
ン
に
輸
送
す
る
場
合
、
船
舶
で

は
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
経

由
し
、
河
川
で
輸
送
さ
れ
約
９
日

か
か
る
が
、
陸
路
輸
送
だ
と
２
日

で
済
む
。
こ
の
ル
ー
ト
は
プ
ノ
ン

ペ
ン
に
店
舗
を
持
つ
日
系
流
通
企

業
が
食
品
を
中
心
と
し
た
日
用
品

を
タ
イ
か
ら
輸
送
す
る
の
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
輸
送
す
る
場
合
、

海
路
輸
送
で
は
マ
レ
ー
半
島
を
う

回
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
３
週
間
か
か
っ
て

い
た
が
、
陸
路
輸
送
で
は
３
日
程

度
で
済
む
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の

道
路
状
態
が
悪
い
た
め
利
用
は
限

定
的
で
は
あ
る
が
、
輸
送
品
質
に

影
響
の
無
い
資
材
の
利
用
の
輸
送

や
緊
急
輸
送
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
、
荷
主
企
業
は
、
コ
ス

ト
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
、
品
質
へ
の

影
響
や
、
運
ぶ
モ
ノ
の
特
徴
（
価

値
、
サ
イ
ズ
な
ど
）
を
判
断
し
つ

つ
、
輸
送
モ
ー
ド
を
陸
路
か
海
路

か
を
検
討
し
て
お
り
、
経
済
回
廊

に
よ
り
大
々
的
に
陸
路
に
シ
フ
ト

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
海
路
か
ら
陸
路
に
シ
フ

ト
し
た
が
、
再
び
海
路
に
戻
す
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
通
関

に
か
か
る
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
長

さ
、
高
額
な
輸
送
費
、
品
質
へ
の

懸
念
と
い
っ
た
課
題
が
影
響
し
て

い
る
。
（
図
２
）

ま
ず
、
通
関
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム

に
関
し
て
は
、
経
済
回
廊
は
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
の
よ
う
な
円
滑
な

物
流
が
目
指
さ
れ
て
き
た
が
、
現

状
は
そ
れ
と
は
ほ
ど
遠
い
状
態

だ
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
①
荷
物

ト
」
「
海
路
輸
送
に
比
べ
大
幅
に

輸
送
時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
る

ル
ー
ト
」
の
二
つ
の
場
合
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
前
者
で
あ

る
が
、
自
動
車
部
品
産
業
や
電
機

産
業
で
は
、
タ
イ
の
人
件
費
が
高

く
な
っ
た
た
め
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
人
件
費
の
安
い

隣
国
に
分
工
場
を
設
立
し
、
タ
イ

の
生
産
拠
点
に
お
け
る
労
働
集
約

的
な
工
程
を
移
す
事
例
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
、
分
工
場
は
タ
イ

か
ら
部
品
を
陸
路
で
輸
入
し
、
半

完
成
品
の
部
品
を
再
び
タ
イ
へ
と

輸
出
す
る
た
め
、
片
荷
が
発
生
し

な
い
。
な
お
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
国
境
地
域
に
税
制
な
ど

の
優
遇
策
の
あ
る
経
済
特
区
を
設

け
て
お
り
、
分
工
場
は
こ
う
し
た

国
境
地
域
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。

後
者
は
、
例
え
ば
タ
イ
の
バ
ン

コ
ク
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン

Ｍ
Ｓ
構
想
）
が
打
ち
出
さ
れ
、
メ

コ
ン
地
域
６
カ
国
（
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
ラ
オ
ス
及
び
中
国
雲
南
省
２

０
０
５
年
か
ら
広
西
チ
ワ
ン
族
自

治
区
が
追
加
〉)

で
の
経
済
開
発


イ
ン
フ
ラ
整
備
が
計
画
さ
れ
た
こ

と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
、
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
が
発
生
し
、
真
た

だ
中
の
１
９
９
８
年
、
そ
の
危
機

打
開
策
と
し
て
陸
路
輸
送
の
国
際

幹
線
ル
ー
ト
を
整
備
し
、
国
境
を

越
え
た
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
な
ど

の
交
流
に
よ
り
経
済
活
性
化
を
図

る
経
済
回
廊
の
概
念
が
提
起
さ
れ

た
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
道

路
、
橋
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
実
際
に
動
き
出
し
、

現
在
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
部
分
を

除
き
、
完
成
に
近
付
い
て
い
る
。

ま
た
、
03
年
に
は
、
ソ
フ
ト
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
目
指
し
、
越
境
交

通
協
定
が
メ
コ
ン
地
域
６
カ
国
間

で
結
ば
れ
、
国
境
で
の
通
関
の
効

率
化
、
越
境
交
通
の
条
件
整
備
な

ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
、
経
済
回
廊

は
、
主
に
「
隣
国
へ
の
労
働
集
約

的
な
工
程
の
分
業
を
支
え
る
ル
ー

東
南
ア
ジ
ア
の
メ
コ
ン
川
流
域

諸
国
で
は
、
南
部
経
済
回
廊
、
東

西
経
済
回
廊
と
い
っ
た
陸
路
輸
送

の
国
際
幹
線
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ

て
き
た
。
日
本
で
も
こ
れ
ら
経
済

回
廊
は
、
ア
セ
ア
ン
（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）
域
内
の
経
済
・
貿

易
の
自
由
化
を
目
指
す
ア
セ
ア
ン

経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
、
２
０
１

５
年
発
足
）
に
向
け
た
動
き
や
期

待
も
あ
り
注
目
を
集
め
て
き
た


本
稿
で
は
タ
イ
と
周
辺
国
を
中

心
に
、
東
西
経
済
回
廊
（
ベ
ト
ナ

ム
―
ラ
オ
ス
―
タ
イ
―
ミ
ャ
ン
マ

ー
）
、
南
部
経
済
回
廊
（
ベ
ト
ナ

ム
―
カ
ン
ボ
ジ
ア
―
タ
イ
―
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
を
想
定
し
、
経
済
回
廊

の
整
備
の
背
景
・
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
（
図
１
）

経
済
回
廊
整
備
の
背
景
は
、
１

９
９
２
年
に
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
主

導
で
大
メ
コ
ン
経
済
圏
構
想(

Ｇ

え
ん
か
く
・
ふ
み
と

１

９
７
９
年
生
ま
れ
。
一
橋
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
、
英
ロ
ン
ド
ン

・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ

ノ
ミ
ク
ス
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
地
域

経
済
開
発
修
士
修
了
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
に
て
欧
州
事
業
戦

略
、
途
上
国
開
発
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
に
て
東
南
ア

ジ
ア
の
産
業
開
発
案
件
、
Ｂ

ｉ
ｇ
４
系
経
営
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
に
て
自
動
車
・

自
動
車
部
品
企
業
を
中
心
と

し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

(

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
含
む)

を
経
験
し
、
２
０
１
４
年
よ

り
現
職
。
海
外
市
場
参
入
戦

略
、
新
規
事
業
戦
略
、
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

や
物
流
関
連
調
査
、
地
域
経

済
振
興
（
産
業
誘
致
、
裾
野

産
業
育
成
、
沿
線
開
発
）
な

ど
に
従
事
。

ＡＳＥＡＮ経済回廊の課題と展望

日
本
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

日
本
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

圓
角

史
人

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

圓
角

史
人

（
面
担

吉
田
周
作
）

陸
路
輸
送

需
要
増
に
期
待

コ
ス
ト･

品
質
な
ど
課
題
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